
8 月は 佐賀県同和　問題啓発強調月間です8月は 佐賀県同和　問題啓発強調月間です
　同和地区出身者であることや、そこに住んでいることを理由に、日常生活でさまざまな差別を受け
るという、日本固有の人権問題です。
　近年、インターネットの匿名性を悪用し、同和地区の情報を拡散したり、個人や団体に対して誹謗
中傷したりする問題が後を絶ちません。他にも、同和地区の問い合わせや結婚相手の身元調査、就職
差別、不動産を購入する際の土地差別、えせ同和行為などといった差別事件が起きています。

　佐賀県では、毎年 8月を「同和問題啓発強調月間」と定めています。
　多久市では、この期間に街頭キャンペーンや啓発パネル展、同和問題講演会など、
同和問題の正しい理解と認識を深めるための啓発活動を集中的に行います。

同和問題とは？

　同和問題の解決をめざす団体であるかのように名乗り、企業や個人、行政機関などに対して、不
法・不当なことを要求したり押し付けたりする行為のことを「えせ同和行為」といいます。
　「えせ同和行為」は、同和問題に対する誤った認識を植え付け、偏見や差別意識を助長する大きな
要因となっています。こうした行為は許してはなりません。

　差別のない明るい社会づくりのため、職場や
地域で、人権・同和問題に関する出
前講座を行っています。講師派遣な
ど、お気軽に問い合わせください。

STOP！えせ同和行為！！

　「同和問題は自分には直接関係がない」という考えを持った人がいます。しかし「自分は差別して
いない、差別なんて関係ない」と思っている人でも、自分の中にある差別意識に気づかずに、ふとし
た時に人を傷つけている場合があります。また「差別はいけないことだ」と口では言いながら、自分
に直接関わる場面になると、偏見や思い込みでものを見たり判断したりすることもあります。
　同和問題の解決のためには、私たち一人ひとりが世間体などにとらわれず、自分自身で考え判断
し、差別を許さないという価値観を持って行動していくことが大切です。そしてこの問題が、人権の
根本に関わる問題であるという認識をしっかりと持ったうえで、正しい知識を身に付け、自分自身の
こととして考えていきましょう。

自分にできることを考えましょう！

日　時　 8月 2日㈪　17時～
場　所　久我商店、ユアー新鮮館、生鮮市場多久店、
　　　　多久市まちづくり交流センターあいぱれっと

出前講座のご案内

同和問題講演会

▲同和問題啓発ポスター

入場
無料

同和問題啓発街頭キャンペーン同和問題啓発街頭キャンペーン

　 8 月 1 日㈰から31日㈫
まで、同和問題に関する
図書のコーナーを設置し
ます。

市立図書館へGO!

　この法律は、部落差別は許されないものであるとの認識のもと、部落差別を解消する必要性に関し
て、国民の理解を深めるよう努めることで、部落差別のない社会を実現することが明記されています。

「部落差別の解消の推進に関する法律」をご存知ですか？

日　時　 8 月24日㈫
　　　　13時30分～15時30分（13時受付開始）
場　所　中央公民館 大ホール
演　題　「命の光を大きく輝かせるために」
　　　　～私の「夜間中学」教師体験記～

講　師　松崎 運之助さん
　　　　（元 夜間中学校教諭）
申し込み　人権・同和対策課
　　　　　 ☎ 75 ー 4824
　　　　　　  74 ー 3284

まつ みち すけのざき

※事前申し込みが必要です
※新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、中止になること
があります

同和問題啓発パネル展
場　　所
開催期間

時　　間

市役所１階 市民ホール
8月 2日㈪～ 6日㈮

8時30分～17時
最終日は15時まで

期間中、啓発DVDを放映しています。

東多久公民館
8月10日㈫～13日㈮

8時30分～17時
最終日は12時まで

Book Shelf

来店された人に
啓発グッズを
お配りします

人権・同和対策課　☎ 75‐4824問
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